
看護実践研究センター報告書 
令和 3 年度 

 
 
 

目   次 

Ⅰ はじめに ·····································································  1 

Ⅱ 令和 3 年度事業報告







3 

【看護研究セミナー】 

・看護研究いろはの「い」（10/6） 

・看護研究いろはの「ろ」（11/5） 

・看護研究いろはの「は」（11/12） 

【看護実践セミナー】 

・セクシュアルマイノリティと医療、看護 

～現状と当事者が利用しやすい医療・ケア環境のためにできること～

（10/13） 

・体験型オープンダイアローグ 

～「聴く」と「話す」が織りなすケアの可能性～（10/23） 

・呼吸管理 基礎と臨床 復習と+α 

第 1 回（11/4）  

） 끐

） 
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〈内 容〉 

講義は、10 項目（①はじめに、②看護研究とは、③看護研究のプロセス、④研究テ

ーマ・研究課題の設定、⑤研究疑問、⑥研究論文の構成要素、⑦文献検索と文献検討、

⑧研究デザイン、⑨倫理的配慮、⑩研究計画書の構成要素）の構成とした。午前（9 時

～
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【看護実践セミナー】 

 

（1）セクシュアルマイノリティと医療、看護 

～現状と当事者が利用しやすい医療・ケア環境のためにできること～ 

講  師：金子典代（ఝ␀Ȕ医療、看護 
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３．地域連携セミナー 

担当：小田嶋裕輝、宮内義明 

 
「地域連携セミナー」は、市民の皆様と保健医療福祉関連職種の方々が連携して取り組

むべき社会的な問題を取り上げている。さまざまな立場の人々が一緒に考えることで、解

決の糸口や新たな方策の発見につながることを期待している事業である。 

 
1）事業実施の経緯 
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3）課 題 
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開始の 1件、2021 年前期開始の 2件、合計 3件において指導時間が残っているチームがあ
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5．昭和生涯学習センター共催講座 
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開催日時
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Ⅲ 今後の課題 
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